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は
じ
め
に

　

2
0
1
3
年
11
月
か
ら
本
格
化
し
た
イ

ン
ラ
ッ
ク
政
権
に
対
抗
す
る
反
政
府
活
動

は
、
イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
の
辞
任
と
２
月
の
総

選
挙
の
延
期
を
求
め
て
2
0
1
4
年
１
月

13
日
に
「
バ
ン
コ
ク
都
心
封
鎖
」
を
開
始

し
た
。
こ
の
抗
議
行
動
で
は
、
バ
ン
コ
ク
都

内
中
心
部
の
主
要
道
路
や
交
差
点
を
占
拠

す
る
形
で
ス
テ
ー
ジ
や
テ
ン
ト
を
設
営
し
、

大
規
模
な
集
会
を
開
催
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
の
１
月
21
日
、

Ｊ
Ｃ
Ｍ
主
催
の
「
第
２
回
建
設
的
な
労
使

関
係
構
築
に
向
け
た
タ
イ
労
使
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
は
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
ス
ワ
ン

ナ
プ
ー
ム
国
際
空
港
近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
会
議
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
で
、
反
政

府
派
が
抗
議
行
動
を
行
っ
て
い
る
バ
ン
コ
ク

都
内
中
心
部
か
ら
は
離
れ
て
お
り
、
反
政

府
活
動
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
あ
た
っ

て
は
、
前
回
少
な
か
っ
た
日
系
企
業
の
経
営

側
か
ら
の
参
加
を
得
る
べ
く
、チ
ョ
ン
ブ
リ・

ラ
ヨ
ー
ン
県
日
本
人
会
の
怒
和（
ぬ
わ
）
邦

善
会
長
に
、
開
催
案
内
を
会
員
向
け
に
配

布
・
参
加
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
タ
イ
の
金
属
産
業
労
働
組
合
で
あ
る

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ（
タ
イ
電
子・電
機
機
器・自
動
車・

金
属
労
働
組
合
総
連
合
）
や
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
（
タ

イ
自
動
車
労
働
会
議
）
に
傘
下
企
業
別
労

働
組
合
か
ら
経
営
側
へ
の
参
加
呼
び
か
け

を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
結
果
全
体
参
加
者
1
1
0
名
の

う
ち
、
経
営
側
か
ら
の
参
加
は
44
名
（
う

ち
日
本
人
28
名
）、
労
働
組
合
側
参
加
者
は

53
名
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
19
名
、
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
34
名
）

と
ほ
ぼ
労
使
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構
成
と

な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
近
郊
ブ
カ
シ
市
に
お
い
て
、
工

業
団
地
Ｍ
Ｍ
2
1
0
0
の
会
議
室
を
お
借

り
し
て
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

て
き
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
操
業
し
て
い

る
日
系
企
業
に
お
い
て
、
半
年
以
上
に
わ

た
る
大
規
模
な
労
使
紛
争
が
発
生
し
、
そ

の
過
程
で
労
働
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
建
設
的
な
労
使
関

係
の
構
築
に
向
け
、
ま
ず
は
日
系
企
業

の
労
使
が
顔
を
合
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
開

催
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
2
0
1
3
年
６
月
に
第
４
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
お
り
、
タ
イ
で
は

2
0
1
3
年
２
月
に
第
１
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
労
使
双
方

か
ら
労
使
関
係
に
対
す
る
考
え
方
や
、
建

設
的
労
使
関
係
構
築
の
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
な
ど
、
意
見
を
表
明
し
て
も
ら

い
、
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
い
て
議
論
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
基
本
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い

る
。
今
回
の
タ
イ
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

も
、
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
行
し
た
。

第
２
回 

建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た

タ
イ
労
使
関
係
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

4

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
会

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義

　

若
松
Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
長
は
開
会
挨
拶
の

中
で
、
上
述
の
開
催
経
緯
を
説
明
し
、
こ

の
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義
に
つ
い

て
次
の
様
に
述
べ
た
。

●
ス
ト
ラ
イ
キ
は
労
働
者
の
権
利
で
あ
る

が
、
一
度
労
使
紛
争
が
発
生
す
る
と
、

解
決
が
長
引
き
、
組
合
員
の
生
活
が
困

窮
し
、
企
業
経
営
に
も
甚
大
な
被
害
を

与
え
、
そ
の
後
労
使
関
係
に
も
禍
根
を

残
す
。

●
徹
底
し
た
話
し
合
い
で
労
使
間
の
問
題

を
事
前
に
解
決
で
き
な
い
か
、
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
は
お
互
い
が
会
っ
て
知
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

●
前
回
は
じ
め
て
企
業
の
枠
を
超
え
て
労

使
が
一
堂
に
会
し
た
が
、
お
互
い
の
主

張
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

●
労
働
組
合
側
は
、
経
営
側
に
よ
る
労
働

組
合
結
成
の
阻
害
と
リ
ー
ダ
ー
の
解

J
C
M
国
際
局
部
長  

岩
井 

伸
哉
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雇
、
最
低
賃
金
が
上
が
っ
て
も
時
間
外

収
入
な
し
に
は
生
活
が
成
り
立
た
な
い

労
働
者
の
生
活
実
態
、
話
し
合
い
を
し

よ
う
に
も
日
本
人
経
営
者
と
は
会
え
な

い
な
ど
の
問
題
を
提
起
。

●
経
営
側
は
、企
業
と
雇
用
は
一
体
で
あ
り
、

行
き
過
ぎ
た
賃
上
げ
は
物
価
の
上
昇
を

招
く
と
と
も
に
、
国
際
競
争
力
を
失
う
、

労
働
組
合
は
職
場
の
意
見
を
収
集
し
、

決
め
た
こ
と
の
説
明
責
任
も
果
た
す
べ

き
と
述
べ
た
。

●
労
使
双
方
に
信
頼
関
係
の
不
足
は
あ
る

も
の
の
、
徹
底
し
た
労
使
の
話
し
合
い

が
重
要
と
い
う
点
で
は
意
見
が
一
致
し

た
。

◆
J
C
M
報
告

　

挨
拶
に
引
き
続
き
、
若
松
事
務

局
長
か
ら
日
本
の
労
働
組
合
か
ら

の
報
告
と
し
て
「
前
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
振
り
返
り
と
、
建
設

的
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た
タ

イ
の
日
系
企
業
労
使
に
対
す
る
期

待
」
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

報
告
で
は
徹
底
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
提
起
、
労

使
間
で
の
議
論
を
要
請
し
た
。
ま

た
、
戦
後
の
日
本
の
労
使
関
係
と

生
産
性
運
動
、
労
使
対
等
の
原
則

と
労
使
相
互
信
頼
・
相
互
責
任
の

考
え
方
、
団
体
交
渉
に
お
け
る
労

使
の
役
割
、
産
業
レ
ベ
ル
や
全
国

レ
ベ
ル
な
ど
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の

労
使
対
話
の
た
め
の
環
境
整
備
な

ど
に
つ
い
て
触
れ
た
。

◆
T
E
A
M
会
長
報
告

　

タ
イ
の
労
働
組
合
側
か
ら
、
ま

ず
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
を
代
表
し
、
チ
ャ
ー
リ

ー
・
ロ
イ
ソ
ン
会
長
が
、「
労
働
組

合
の
視
点
か
ら
見
た
タ
イ
の
労
使
関
係
と
日

系
企
業
経
営
側
に
対
す
る
認
識
と
、
建
設

的
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た
労
働
組
合

の
取
り
組
み
、
お
よ
び
経
営
側
へ
の
期
待
と

要
望
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
中
で
、

タ
イ
の
製
造
業
労
働
者
は
タ
イ
社
会
の
貧
困

層
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
へ
の
懸
念
、

新
興
国
と
し
て
産
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
の
た

め
の
社
会
福
祉
制
度
の
充
実
が
必
要
、
し
か

し
、
経
営
側
に
よ
る
労
働
組
合
に
対
す
る
脅

迫
、
労
働
運
動
へ
の
介
入
と
妨
害
、
法
の
抜

け
道
を
活
用
し
た
り
、
移
民
労
働
、
学
生
研

修
生
、
請
負
生
産
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な

ど
を
活
用
し
た
労
働
者
に
対
す
る
搾
取
な

ど
、問
題
や
課
題
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
労
働
者
や
労
働
組
合
側
に
も
課
題
は
少

な
く
な
く
、
労
働
組
合
に
関
す
る
情
報
や
理

第2回タイ労使ワークショップを開催（2014年1月21日、タイ）

TEAM

TWFT

ICEMタイ協議会

CILT

インダストリオール・グローバル・ユニオン

ALCT

主に日系の電機電子、自動車・
自動車部品の労働組合で構成。
旧 IMF加盟組織。組織人員は
90単組 62,830名。

繊維および被服産業の労働組
合で構成。旧 ITGLWF 加盟。
組織人員は19単組9,260名。

旧 ICEM加盟組織が結成した
タイの加盟組織協議会。化学、
製紙・印刷、電力公社、PTT公
社の労働組合などで構成。
組織人員は37単組29,445名。

日系自動車産業企業の労働組
合を中心に、自動車部品を含
む金属産業の労働組合で構成。
組織人員は65単組47,005名。

下記4組織によるCILTの結成によって
211単位労働組合、約15万名が結集

2012年6月、IMF（国際金属労連）、ICEM（国際化学エネルギー鉱山一般 
労連）および ITGLWF（国際繊維・被服・皮革労連）の3組織が統合して結成。
組織人員は世界140カ国に5000万人を擁する。

2013年10月、タイのインダストリオール加盟組織とALCTは、タイの製造業労働組合の広範な結集と、団結と連帯
の構築に向けて、CILT（タイ産業労働者総連合）を結成した。
CILTに結集した組織は、インダストリオール加盟組織であるTEAM（旧 IMF加盟組織）、ICEMタイ協議会（旧 ICEM
加盟組織）、TWFT（タイ繊維・被服労働者連合：旧 ITGLWF加盟組織）と、未加盟組織のALCTの4組織である。
インダストリオール加盟組織はLCT（タイ労働会議）やTTUC（タイ労働組合会議）などの既存のナショナル・センタ
ーには加盟していないが、TEAMが中心となって結成したTLSC（タイ労働連帯委員会）に参加し、ILO結社の自由
条約の早期批准などに関する共同の行動を展開している。
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解
、教
育
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

チ
ャ
ー
リ
ー
会
長
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決

の
た
め
に
、企
業
別
の
組
織
で
は
な
く
、産
業

別
労
働
組
合
を
構
築
し
、
特
に
小
規
模
な
組

織
へ
の
労
働
組
合
教
育
の
支
援
を
充
実
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
労
使
関
係

に
お
い
て
は
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
作

る
た
め
に
は
、
労
使
双
方
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
協
力
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

◆
A
L
C
T
会
長
報
告

　

次
に
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
か
ら
、
マ
ニ
ッ
ト
・
ポ
ム

カ
ー
リ
ー
ク
ン
会
長
が
報
告
を
行
い
、
建
設

的
な
労
使
関
係
構
築
の
た
め
に
は
相
互
の
信

頼
関
係
を
作
る
こ
と
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る

と
述
べ
た
。
中
国
南
部
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
至
る
ま
で
、
こ
の
地
域
は
自
動
車
産
業
の

一
大
生
産
拠
点
で
あ
り
、
部
品
生
産
か
ら
消

費
者
へ
の
販
売
ま
で
、
ど
こ
か
一
部
で
問
題

が
発
生
し
た
ら
自
動
車
生
産
が
滞
り
、
産
業

全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

ス
ム
ー
ス
な
生
産
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
産

業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
成
果
は
労
働
者
に
き
ち
ん
と
配

分
さ
れ
、
雇
用
の
増
加
や
労
働
条
件
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
労

使
関
係
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
常
の
小

さ
な
問
題
が
積
み
重
な
っ
て
、
団
体
交
渉
な

ど
の
時
に
そ
れ
が
爆
発
し
て
大
き
な
労
使
紛

争
と
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
日
々
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
労
使
が
互
い
の
意

見
を
聞
き
あ
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。
最
後
に
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の

経
営
側
の
参
加
状
況
に
関
し
、
前
回
よ
り
も

経
営
側
参
加
者
が
格
段
に
多
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
や
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
な

ど
の
取
り
組
み
が
経
営
側
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
き
た
証
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。

◆
経
営
側
報
告
︵
吉
原
氏
︶

　

日
系
企
業
経
営
側
の
意
見
と
し
て
、
吉
原

茂
充
フ
ジ
ツ
ウ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
・
タ
イ
ラ
ン
ド

常
務
が
、「
経
営
側
の
視
点
か
ら
見
た
タ
イ

の
労
使
関
係
と
労
働
組
合
側
に
対
す
る
認

識
と
、
建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け

た
経
営
側
の
取
り
組
み
、
お
よ
び
タ
イ
労

働
組
合
側
へ
の
期
待
と
要
望
」
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
ま
ず
昨
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
焦
点
と
な
っ
た
最
低
賃
金
の
全
国
一
律

3
0
0
バ
ー
ツ
へ
の
引
き
上
げ
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
、
産
業
構
造
や
物
価
に
対
し

て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
数
千
人
規
模
の
工
場
が
い
く
つ
か

閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
を
失
っ

た
人
た
ち
も
い
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
信

頼
関
係
の
構
築
は
言
う
ほ
ど
易
し
い
も
の

で
は
な
く
、
相
手
に
求
め
る
前
に
自
分
た

ち
が
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
労

使
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
労
働

労働組合側の意見 経営側の意見
●前回の労使ワークショップで、要求提出のやりかたを
サッカーのシュートに例えた話が出た。何本もシュー
トを打ちまくるのではなく、ゴールの枠内に収まるシ
ュートを目指すべきという話であった。昨年の団体交
渉前の加盟組織との協議の中でその話をしたところ、
納得してもらうことができ、実現可能で獲得可能な要
求構築ができ、交渉もうまくいった。
●しかし、法律で決められていること、例えば交渉結果
の会社掲示板への掲示や、派遣労働者への差別取扱
い禁止など、当たり前のことを要求書に盛り込まなけ
ればならないということにも、経営側は留意してもら
いたい。
●要求をとりまとめる時に会社と組合員の間に挟まれ
て、労働組合幹部がつらい立場に立たされることも多
い。理解してもらいたい。
●労働組合の能力向上のため、外部の勉強会に参加した
いが、会社が許可してくれないときもある。
●毎月多くの経営者と会って話をしている。その内容を
加盟組織にも伝えて理解してもらい、われわれも建設
的労使関係構築のために努力している。今後もこのよ
うなワークショップを開催してもらいたい。
●会社は弁護士やコンサルタントの意見を聴く機会があ
るなら、労働組合の意見も聞いてもらいたい。
●労使紛争の発生要因は労働組合にも、経営側にも問題
がある。タイ人人事労務担当の不手際で労使紛争に発
展してしまったこともある。

●政府に物価抑制を要請する前に、労使で取り組むべき
課題―職場の改善や生産性向上など―への解決努力が
必要である。
●労使が対等な立場で良好なコミュニケーションを図る
ためには、労働組合幹部への教育が必要である。
●労使の信頼関係を築くためには、日常的なコミュニケ
ーションを継続していかなければならない。
●労働組合は自ら、なぜ経営者から自分たちが嫌われてい
るか、好きになってくれないか、その理由を考えるべき
である。
●労働組合幹部は委員長になると、突然態度が横柄にな
るようなことがある。
●法律に定められているようなことを、労働組合が要求
書に盛り込まなければならないということは、タイ人
の人事労務担当者が法律を守るということを怠ってい
るということである。
●労働組合が生産性向上のために自分たちの範疇で何が
できるかを考えてもらいたい。例えば薬物撲滅、欠勤
率の削減、闇金融の撲滅、アルコール中毒問題への対
応などである。組合員が自分の意思で生活を改善でき
るよう労働組合が支援することによって、残業なしで
も生活できるようになるだろう。
●労使の信頼関係の構築は時間がかかるが、会社が、労
働組合は会社を脅かす存在ではなく、利益に結び付く
存在であると認識すれば、労使が互いの役割や責任を
果たしていける。
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終了後、参加者全員で記念撮影

運
動
の
「
先
輩
」
で
あ
る
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
や
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｔ
が
、
今
い
る
日
系
企
業
の
経
営
者
た

ち
と
い
か
に
良
好
な
労
使
関
係
を
構
築
し
、

後
進
の
見
本
と
な
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、

後
か
ら
タ
イ
に
進
出
し
て
く
る
経
営
者
の

労
働
組
合
へ
の
評
価
も
高
ま
る
し
、
労
働
組

合
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
組
織
化
に
も
つ
な

が
る
と
述
べ
た
。
労
働
組
合
幹
部
と
組
合

員
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
組
合
員
一
人
ひ

と
り
が
生
活
の
あ
り
方
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
に
つ
い
て
、考
え
て
い
け
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

◆
質
疑
応
答

　

質
疑
応
答
で
は
、
労
使
は
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
方
が
力
不
足
で

あ
れ
ば
、
も
う
一
方
が
助
け
て
あ
げ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
や
、
労
働
組
合
は
法

外
な
要
求
を
す
る
と
経
営
側
は
批
判
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
政
府
の
政
策
に
も
問
題

が
あ
り
、
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
付
い
て

い
な
い
と
の
意
見
、
労
働
組
合
と
し
て
も

物
価
上
昇
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、
労
使
で
政
府
に
物
価
抑
制

策
を
要
請
す
る
な
ど
共
同
の
活
動
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
、
若
松
Ｊ
Ｃ
Ｍ

事
務
局
長
、
チ
ャ
ー
リ
ー
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
会
長

の
代
理
と
し
て
ヨ
ン
ユ
ッ
ト
・
メ
ン
タ
パ

オ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
事
務
局
長
、
マ
ニ
ッ
ト
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｔ
会
長
、
そ
し
て
吉
原
常
務
が
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
フ
ロ
ア
か

ら
の
意
見
や
質
疑
応
答
を
交
え
た
討
論
を

行
っ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
平
川
秀
行
Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
次

長
／
国
際
局
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し

て
議
論
を
取
り
仕
切
っ
た
。

閉
会

　

吉
原
常
務
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
継

続
に
よ
り
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

確
信
、
次
回
は
労
使
双
方
が
仲
間
を
も
っ

と
増
や
し
、
労
使
関
係
の
発
展
を
目
指
し

た
い
と
述
べ
た
。
マ
ニ
ッ
ト
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
会

長
は
、
次
回
は
タ
イ
工
業
連
盟
、
磐
谷
（
バ

ン
コ
ク
）
日
本
人
商
工
会
、
在
タ
イ
日
本

大
使
館
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

タ
イ
の
労
働
組
合
や
日
系
企
業
の
経
営
者

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
お
互
い
率
直
に
話

し
合
い
た
い
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
若
松
事
務
局
長
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
ず
会
っ
て
話
す
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
そ
れ
に
よ
り
人
か
ら
学
び
、

絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
課

題
が
一
カ
国
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
か

ら
国
境
を
越
え
た
協
力
を
し
て
い
く
時
代

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
将
来
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
目
標
を
高

く
持
ち
、
ま
ず
は
身
近
な
人
た
ち
と
連
携

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
、

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

終
了
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
で

簡
単
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
中

盤
に
「
翌
日
１
月
22
日
か
ら
60
日
間
、
バ

ン
コ
ク
都
首
都
圏
を
中
心
に
非
常
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

入
っ
た
以
外
は
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。


